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授業実践 

今回の学習指導要領の改訂では,｢生徒に生きる力

をはぐくむことを目指し，創意工夫を生かし特色あ

る教育活動を展開する中で，自ら学び自ら考える力

の育成」が重要であると強調されている。技術・家

庭科では，科学技術の進展への対応などから，11領

域の構成が,｢技術」及び「家庭」の２分野に再編さ

れた。さらに，学習した知識と技術を実際の生活に

より一層生かすことができるようにするため，技術

分野では,｢技術とものづくり」及び「情報とコンピ

ュータ」に構成された。そこで，コンピュータの基

礎的・基本的な操作などの実践的・体験的な学習活

動を通して，情報手段の果たしている役割を理解さ

せ，情報を収集，判断，処理し発信できるようにす

るとともに，自ら課題をもって解決する能力と生活

に生かす態度を育成することが重要であると考え

る。

本校では平成10年度にコンピュータの入れ替えが

あり，パソコン室には生徒機40台（デスクトップ機

36台・ノート機４台），先生機１台，サーバー機１

台が完備された。さらに，職員室には，先生機のデ

スクトップ機が１台あり，これらはすべてネットワ

ーク環境に整えられている。

基本OSはWindows95で，アプリケーションソフ

トとしては，Microsoft Officeがインストールされ

ている。村内の各小学校にも，平成11年に同様のシ

ステムが完備され，小学校の段階でコンピュータに

慣れ親しむ環境に整いつつある。各家庭でのコンピ

ュータの利用状況は約30％，そのうちインターネッ

ト接続は，約10％である。

2．学習環境について

1．はじめに

平成14年度より完全実施される新学習指導要領で

は，技術・家庭科の授業時数が次のように定められ

ている。

第１学年70単位時間

第２学年70単位時間

第３学年35単位時間

これを技術分野と家庭分野とで均等に学習すると

なると，各々87.5時間となる。３年間を通して,｢情報

とコンピュータ」に当てる時間は，約43時間となる。

今までの「情報基礎」と比べると，「情報とコンピュ

ータ」の割合が高く，さらに他教科や総合的な学習

等でもコンピュータを利用することが多くなり，利

用頻度が高まってきている。

新学習指導要領における「情報とコンピュータ」

の内容は，次の通りである。

（１）生活や産業の中で情報手段が果たしている役割

ア 情報手段の特徴や生活とコンピュータとのか

かわりについて知ること。

イ 情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り，情

報モラルの必要性について考えること。

（２）コンピュータの基本的な構成と機能及び操作

ア コンピュータの基本的な構成と機能を知り，

操作ができること。

イ ソフトウェアの機能を知ること。

（３）コンピュータの利用

ア　コンピュータの利用形態を知ること。

イ ソフトウェアを用いて，基本的な情報の処理

ができること。

（４）情報通信ネットワーク

ア　情報の伝達方法の特徴と利用方法を知ること。

イ　情報を収集，判断，処理し，発信できること。

（５）コンピュータを利用したマルチメディアの活用

3．新学習指導要領に向けて
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ア　マルチメディアの特徴と利用方法を知ること。

イ ソフトウェアを選択して，表現や発信ができ

ること。

（６）プログラムと計測・制御

ア プログラムの機能を知り，簡単なプログラム

の作成ができること。

イ コンピュータを用いて，簡単な計測・制御が

できること。

上記にあげている（１）～（４）は必須項目で，（５）（６）

は選択項目となっている。

（１）応用ソフトウェアを活用した事例

題材名　「身近な話題を新聞に表そう」

使用ソフト　Word98，Excel97，Paint

（Microsoft社）

Wordで，簡単な文字入力及び拡大や文字の色へ

の変換等の機能を学習した。さらに，Excelで表の

作成及び計算式の入力の仕方，表から基本的なグラ

フの作成の仕方を学んだ。また，Paintでは，生徒

のアイディアを生かしたオリジナルシンボルマーク

を作成した。これらの応用ソフトウェアの基本的な

操作法について学習した後に，課題解決学習に取り

組んだ。生徒の身近な話題ということで，部活や自

分の趣味について，文章やグラフの他に写真等を使

って新聞に表した（p17，図２・３）。グラフを作

成する前に，アンケートを作成・実施し，学級のみ

んなから答えてくれたデータを基に，表・グラフを

作成するなど，意欲的に活動した。

（２）電子メールを利用した事例

題材名　「電子メールで友達と送信・受信しよう」

使用ソフト　SCHOOLS（山崎教育機材株式会社）

Webメールソフトで，生徒１人ひとりにアドレ

スを与え，実際にメールの送受信が行える。情報通

信ネットワーク利用方法を学習するにあたり，ネッ

トワークの利用者個人を識別するためのユーザID

とパスワードの意味を理解するのに，おおいに役立

った。

（３）マルチメディアを利用した事例

使用ソフト　ホームページ・ビルダーVer.6

（IBM社）

身近にある題材により生徒の興味・関心を高める

4．実践事例

表１　年間指導計画（１）

項目 学習活動・内容

・ワードを起動し，自
分の名前を入力する。
・文字を挿入したり削
除したりしてみる。
・カット，コピー，ペ
ーストなどの機能を利
用し，文書を作成する。
・作成した文書を保存
する。
・図形処理ソフトウェ
ア（ペイント）を利用
して，シンボルマーク
を作成する。

・表計算ソフトウェア
（エクセル）を利用し
て，表計算をする。
・コンピュータででき
ることを調べ，新聞に
まとめる計画を立て
る。
・コンピュータを活用
して新聞を作る。

・正しい手順で終了しない
と，トラブルが発生するこ
ともあることを知らせる。

・文字飾りや罫線などを利
用させ，見やすくなるよう
に工夫させる｡

・既存のマークを参考に独
自のマークを作成できるよ
うにする。
・既存のマークには，必ず
著作権があることに気付か
せる。
・保存時にデータの種類に
拡張子を付けて区別できる
ようにさせる｡
・自分がやってみたいこと
を具体的に考えさせる。

指導上の留意点

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

・情報通信ネットワー
クの構成や特徴，利用
方法について調べる。

・閲覧ソフトや検索ソ
フトを操作し，Webペ
ージを閲覧する。

・福祉に関する情報を
集め，レポートを作成
する。
・作成した情報を電子
メールで送る。
・電子メールの利点や
アドレスのしくみにつ
いてまとめる。

・情報化が社会や生活
に及ぼす影響と情報モ
ラルの必要性について
調べる。

・ユーザIDとパスワー
ドの役割を考える。
・情報のディジタル化
と著作権について考え
る。

・コンピュータだけではな
く，電話などの情報通信機器
も情報通信ネットワークに含
まれることを確認させる。
・プロバイダやサーバの役
割についても確認させる。
・ブラウザの操作の仕方に
ついて指導する。
・著作権に触れ，Webペー
ジの情報をそのままコピー
し利用しないように指導す
る。

・ルールを守って情報を収
集・発信できる態度，必要
な情報を的確に判断，処理
する能力などを身に付ける
ことを確認させる。
・ユーザIDとパスワードを
適切に管理する必要性を確
認させる。
・情報モラルの影ばかりが
強調されるのではなく，メ
リットにも正しくまとめら
れるようにする。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

情
報
社
会
と
わ
た
し
た
ち
の
責
任



ために生徒たちが話し合い，５項目設定した。その

内訳は，学校に関することを４項目，地域に関する

ことを１項目とした。特に，ボランティア活動と桜

川村紹介が関連する内容にリンクを設定することが

でき，より広がりのある内容構成となった。また,グ

ループで作業しても,個人で最低１枚はWebページを

作成し，相互にリンクを設定できるようにしたため，

延べ39ページものWebページを作成することができ

た（表３）。

マルチメディアの活用で，Webページ作成用ソフ

トを導入したので，手引きを作成した。ページの作

成の仕方，リンクの設定の仕方，素材の取り入れ方

などを明記することにより，生徒自身が自力解決を

することができた。さらに，Webページ作成に関連

する事例集を作成し，情報モラルについて意識を高

めるとともに，活用できるようにした。また習得し

た知識である情報モラルについて，これからの生活

で気をつけたいと考えている生徒は非常に多く，意

識が高まったと考えられる。
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図１　授業風景

桜川中紹介（index.html） 
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表２　年間指導計画（２）

項目 学習活動・内容

・いろいろなメディア
の種類を調べ，伝える
情報に適した形式にま
とめる。
・自分の考えや思いを
マルチメディアで表現
する手順を検討する。
・マルチメディアを用
いた作品の概要を図に
示して検討する。
・リンクの構造や種類
とその特徴について調
べ，自分の作品の構造
を検討する。

・画像や音などの情報
を入力する。

・静止画や動画の取り
込み方やその特徴・原
理について調べ，まと
める。
・検討したレイアウト
やスケッチをもとに，
文字，画像，音などの
情報を入力する。
・作成したページにリ
ンクを設定し，Ｗebペ
ージを完成させる。
・完成したＷebページ
を発表しあい，お互い
の作品について評価す
る。
・評価の結果をもとに
して，作品を修正する。

・情報を伝えるメディアを
あげさせ，それぞれが伝え
たいことのできる情報の形
式を考えさせる。
・Ｗebページやプレゼンテ
ーション用の資料を例に，
手順を考えさせる。

・それぞれのページについ
て文字や図，画像，音など
の情報のレイアウトを検討
させる。
・それぞれの構造の長所や
短所について比較させると
よい。
・それぞれの構造を採用し
た作品例を見せ，理解させ
る。
・静止画は適切な解像度で
取り込むように注意させ
る。
・静止画は，解像度とデー
タの容量に関係があること
を理解させる｡
・１つの画面に収める情報
量が多くならないように配
慮させる。

・次のページに進めるだけ
ではなく，前のページに戻
れるようにリンクを設定す
るよう気をつけさせる。
・画面の構成やメディアの
活用の仕方など，互いの作
品について評価させる。

指導上の留意点

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

表３　Webページの構成
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平成14年度から学習指導要領が改訂になり，各教

科で積極的にコンピュータを活用した授業が展開さ

れるが，技術科としての特性を生かし生徒が主体的

に取り組める題材や指導方法の工夫に心がけなけれ

ばならない。また，小学校や他教科との連携を図り，

5．おわりに
より効果的な学習指導に努めていくことも重要であ

る。さらに，情報モラルに関して，年間指導計画等

に位置づけ計画的に指導していかなければならない。

＜参考資料＞

中学校学習指導要領解説―技術･家庭科編―

文部省

図２　生徒作品 図３　生徒作品

平成15年度用じっきょうの 

教科「情報」教科書 

情報A　情報B　情報C
ていねいな解説でわかりやすい！ 


